
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

恐 日本色彩学衾蠱

．
矯gり碗騨AL　gF　7HE 　CO しOR 　SC 萋ENCE みSSO く離臻蓼¢1継轟叢黐

纛 灘 灘

購靆
VOLUME 　27　 NUMBER 　12003

羅無

巻頭 言 日本色彩学会のAic へ の貢献

日本色 彩学会理事 ，AIC理事 矢口 　博久

　 昨年 か ら 日本色彩学会理事に復帰 し，国際担当を仰

せ つ か っ た．そ の前の 200 ］年 の ロ ッ チ ェ ス タ
ーArC

大 会 の 時に は ，AICIW ＄ に就 任した rt 池田前会長 に引

き続ぎ ．EヨPtか らAICの 執行部 へ 入 っ た こ と に な るが、

これはAICが 日本 色彩学会に期待す る と こ ろが大 で あ

る と考えると．その重責を感 じざる を得 ない。

　 ］997 年にA 」C京都 大 会を開催 した こ と は 、日本 色

彩学会 に新たなる前進をもた らしたと感じて いる。こ

の 京都大会の前後か ら，これ まで日本色彩学会とはあ

ま り縁のな か ⊃ た人たち ，特にデザ イ ン や画像技術 関

連 の人た ち が日本色彩学会 の 活動を知り．入会のき ⊃

か け に な っ たの で はない かと思 う、また 、京都大会に

参加 し，色 に関する様々な国際的な勤向を知 り．また

色々な外国の人を知る こ とになり．この ような こ とが

き っ かけ で ．国外 へ 出て みよ うと い う人も増えたの で

はないか と思 う。京都大会以後も毎年AIC の コ ン フ ァ

レン ス は 開催され て いるが 1 オ ス ロ 　ワ ル シ ャ ワ ，ソ

ウル、ロ ッ チ ェ ス タ
ー

，そ して 昨年の ス ロ ベ ニ ア で は ，

日本 は開催 国に次 い で 2 番 目の参 刀口人数を数 えるよう

に な っ た．

　そ して ．今年はタイのバ ン コ ッ ク中間大会 が開催さ

れる。こ れ にも大勢 の 日本からの参加が期待ざれてい

る。1999 年 に当 時の 池 田 AIC 会長か ら、タイ で 色彩

学会を設立する動きが あ り ．そ の 旗揚げの 国際 コ ン 丿

ア レ ン ス が開催 され る の で ，日本色彩学会も何 らかの
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形 で 後押 しがでぎない かと相談があ っ た 。 当時ス タ

ー
トしたばか りの 国際交流委員会 と して も絶好の国際

貢献 の 機会 と判断し ，日本色彩学会から何人かの講演

者を派遣する ことを理事会に諮 D ．承認 された。幸い ．

ス ガ ウ エ ザイ ン グの海外出張助成 とい う経済的支援の

お陰もあ り　AIC 京都大会 の 時の プ ロ グラム委員会の

メ ン バー
であ っ た山岸政雄先生 ，齋藤美穂 先生 ，富永

昌治先生 と私の 4人が参加 し．タ イ
・
カラ

ー
グル

ー
プ

設立 の お手伝い が で き た 。そ の タイ ・カ ラーグル
ー

プ

がAIC 中間大会 を開催す るま で に発展した こ とは日本

色彩学会 と し て も 実に喜ば しい ことである。

　さて 、AIC には色彩学の 最高の栄誉 で あ る Judd 賞が

ある。大会と中間大会と、2年毎に授与される。こ れ

まで 日本人 では，印東太郎先生、納谷嘉信先生が受賞

されている。今回 の タイ中間大会で も 授賞式があるが、

誰が こ の 栄誉に与えるのだろ うか、大 いに楽しみ であ

る，ひ ょ っ と した ら、ま た 日本から…。

　さあ、日本 から大勢でタイに押 しかけ て ，ア ジア の

そ して 世界の 色彩 活動を盛 り上げてい こ う。「オ リ ン

ピ ッ クは参加する こ と に 意 味 が あ る」と 言わ れたが 、
AIC に 参加する こ とも日本色 彩学会 にと っ て大切な国

際貢献で ある と 思 う。

（千葉大学 工学部情報画像 工 学科教授）
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